
平
成
28
年
度
が
始
動
し

ま
し
た
。
垂
水
市
は
今
年

度
も
「
元
気
な
垂
水
づ
く

り
」
に
向
か
っ
て
各
事
業
に
粉
骨
砕

身
で
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民

の
皆
様
、
今
年
度
も
ご
理
解
と
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
本
号
で
は
、
平
成
28
年
第

１
回
垂
水
市
議
会
定
例
会
で
尾
脇
雅

弥
市
長
が
表
明
し
た
平
成
28
年
度
の

施
政
方
針
と
予
算
を
詳
し
く
ご
紹
介

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

昨
年
、
地
方
創
生
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
が
示
さ
れ
、

市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、

市
外
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
様
か

ら
「
ふ
る
さ
と
垂
水
」
を
応
援
す
る

熱
い
エ
ー
ル
が
届
い
て
お
り
ま
す
。

　

国
が
進
め
る
地
方
創
生
の
取
組

は
、
都
会
か
ら
地
方
に
人
の
流
れ
を

つ
く
り
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

と
い
っ
た
課
題
解
決
を
図
る
こ
と
が

テ
ー
マ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
行

政
だ
け
で
な
く
市
民
の
皆
様
を
は
じ

め
、
民
間
の
お
力
も
充
分
に
取
り
入

れ
な
が
ら
、
私
の
政
治
理
念
・
政
治

姿
勢
で
ご
ざ
い
ま
す
「
市
民
の
幸
福
」

を
実
現
し
、「
安
心
安
全
で
住
ん
で

よ
か
っ
た
ま
ち
づ
く
り
」
に
粉
骨
砕

身
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
、
第
一
に
「
多
く
の
皆
様
と
の

対
話
を
重
視
し
現
場
を
大
事
に
し
て

い
く
姿
勢
」、
第
二
に
「
様
々
な
情

報
の
積
極
的
な
発
信
と
説
明
責
任
を

果
た
し
て
い
く
姿
勢
」、
第
三
に
「
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
私
自
身
が
率
先
し
て

実
行
し
、
様
々
な
改
革
に
勇
気
を

持
っ
て
取
り
組
む
姿
勢
」
を
示
し
、

こ
れ
ま
で
培
っ
た
国
や
県
と
の
パ
イ

プ
を
活
か
し
な
が
ら
、
市
政
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
的
な
考
え
方
と
し

ま
し
て
は
、
１
期
目
の
取

組
を
踏
ま
え
、
こ
の
２
期

目
で
あ
る
４
年
間
の
中
で
、
さ
ら
に

加
速
さ
せ
、
実
り
あ
る
成
果
が
出
せ

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
平
成
28
年

度
の
重
点
施
策
は
27
年
度
に
引
き
続

き
「
元
気
な
垂
水
づ
く
り
！
経
済
・

安
心
・
未
来
へ
の
挑
戦
！
」
と
設
定

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
３
つ
の
挑
戦

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
３
本
の
柱
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
各
事
業
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
（
詳
細
は
次
の

ペ
ー
ジ
以
降
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

第
４
次
垂
水
市
総
合
計

画
や
公
約
に
基
づ
き
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
意
識
し
て

加
速
度
的
に
施
策
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
地
方
創
生
関
連
で
は

昨
年
策
定
し
た
垂
水
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
と
垂
水
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
確
実
な
実
行
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
（
詳
細
次
頁
）。

manifesto2016

01
はじめに

02
理念と

姿勢

03
重点
施策

04
基本的な

考え方

経済・安心・未来への平成 28 年度重点施策

元気な垂水づくり

市政運営の基本理念
１　垂水市の発展
２　市民の幸福

勇気を持って、動く
１　市民との対話を重視
　　より現場を大事に。
２　情報の積極的な発信
　　と説明責任を果たす。
３　市長が率先して動き、
　　改革に取り組む。
４　国や県とのパイプを
　　生かす。

粉骨砕身で実現する
１　安心安全で住んでよ
　　かったと思えるまち
　　づくり
２　元気な垂水づくり

理念

実行

実現

平 成 2 8 年 度 垂 水 市 政 運 営 の イ メ ー ジ
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昨
年
は
地
方
創
生
元
年

で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て

も
、
市
民
や
有
識
者
に
よ

る
14
人
の
審
議
員
の
皆
さ
ん
で
構
成

さ
れ
た
「
垂
水
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
審
議
会
」
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
垂
水

市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
以
下
、
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
）」
と
「
垂
水
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
以
下
、
総

合
戦
略
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
少
子

高
齢
化
・
人
口
減
少
と

い
っ
た
課
題
解
決
を
図
る
た
め
に
、

各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か

し
た
社
会
を
創
生
す
る
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
垂
水
市
の
特
徴
を
活
か
し

て
、
こ
の
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
先
に
掲
載
し
た

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
総
合
戦
略
」

は
、
地
方
創
生
を
活
か
し
、
ま
ち
を

元
気
に
す
る
た
め
の
設
計
図
と
い
え

ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
多
様
な
計
画

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

２
０
６
０
年
、
垂
水
市
の
人
口
は

５
７
６
１
人
と
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
約
３
分
の
２
に
な
り
ま
す
。

人
口
減
少
が
も
た
ら
す
ま
ち
の
衰
退

は
、
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今

回
策
定
し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

同
年
の
人
口
を
約
１
２
０
０
０
人
と

す
る
目
標
値
を
設
定
し
ま
し
た
。
こ

の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
基
礎
資
料
と
し

て
、
総
合
戦
略
は
策
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
垂
水
市
に
お
け
る
最
上
位
計
画

で
あ
る
第
４
次
垂
水
市
総
合
戦
略
で

も
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
位
置
付
け
て

い
ま
す
。

で
は
一
体
、
具
体
的
に

は
何
を
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。「
総
合
戦
略
」
に

は
、
４
つ
の
基
本
目
標
が
あ
り
ま
す
。

基
本
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
数

値
目
標
や
具
体
的
な
施
策
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
南
の
拠
点

整
備
事
業
（
詳
細
８
ペ
ー
ジ
）」
は
、

基
本
目
標
４
に
盛
り
込
ま
れ
た
も
の

で
、
垂
水
市
の
魅
力
あ
る
資
源
を
活

し
て
、
観
光
地
づ
く
り
や
地
域
ブ
ラ

ン
ド
の
向
上
を
図
り
、
ま
ち
の
活
性

化
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
定
住
促
進
や
子
育
て
世

代
、
若
年
層
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業

等
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

戦
略
の
実
現
が
、
垂
水
市
に
お
け
る

地
方
創
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。

manifesto2016

manifesto2016

01
垂水市と
地方創生

02
地方創生
って何？

03
具体的な

取組

経済・安心・未来への平成 28 年度重点施策

地方創生を活かす
垂 水 市 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 総 合 戦 略

◎本市の人口推移と将来展望
　国立社会保障・人口問題研究所（以下、社人研）　の推計と垂水市
　人口ビジョンの長期的目標

機関 社人研
（推計）

垂水市
（目標）

推計に
対する
目標値

2010 年（H22） 17,248 17,248 0

2020 年（H32） 14,327 14,374 +47

2030 年（H42） 11,780 12,396 +616

2040 年（H52） 9,508 11,832 +2,324

2050 年（H62） 7,402 11,556 +4,154

2060 年（H72） 5,761 11,877 +6,116
↑第５回垂水市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会／ H28.10.23 開催

↑詳細は WEB で！

◎４つの基本目標
１　垂水市における安定した雇用を創
　　出する
２　垂水市への新しいひとの流れをつ
　　くる
３　若い世代の結婚・出産・子育ての
　　希望をかなえる
４　時代に合った地域をつくり、安心
　　なくらしを守るとともに、地域と
　　地域を連携する

垂 水 市 人 口 ビ ジ ョ ン
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さ
ら
に
加
速
さ
せ
、

成
果
を
出
す
。

　
垂
水
市
は
、
元
気
な
垂
水
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
、「
経

済
・
安
心
・
未
来
」
へ
挑
戦
し
ま
す
。
こ
の
「
３
つ
の
挑
戦
」
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
「
３
つ
の
柱
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
成
果

を
出
す
こ
と
を
意
識
し
て
、
今
よ
り
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
政
の
主
役
、
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
市
民
の
皆
様
で
す
。
市
民
の

皆
様
、応
援
し
て
く
だ
さ
る
皆
様
、そ
し
て
私
た
ち
の
愛
す
る
郷
土
・

垂
水
市
の
発
展
を
目
指
し
、
粉
骨
砕
身
で
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎平成 28年第１回垂水市議会定例会では、平成 28年度施政方針と予算案について、活発な議論が交わされたのち、議決（承認）をいただきました。 ◎ご理解をいただきました市議会議員の皆様、ありがとうございました。

１

経済
雇用・所得向上

ECONOMY

経済への挑戦は、６次産
業化の推進と交流人口の
増加を主としたものです。

◎経済への挑戦３つの柱

①水産業、農業の６次産業化を

　図り、雇用を生み出し、所得

　向上を図る。

②観光振興に取り組み、交流人

　口の増加による雇用を生み出

　し、所得向上を図る。

③地域包括ケアシステムの推進

　により、医療・介護・福祉の

　雇用を確保し所得向上を図る。

安心への挑戦は、防災対
策、福祉、生活基盤の充実・
強化を主としたものです。

◎安心への挑戦３つの柱

①防災対策に取り組み、安心・

　安全で災害に強い垂水市を目

　指す。

②地域包括ケアシステムの推進

　により、いつまでも住み続け

　られる垂水市を目指す。

③錦江湾横断道路から大隅横断

　道路ネットワーク構想の推進

　により基盤の強化を目指す。

２

安心
住みよいまち

PEACE  OF  MIND

未来への挑戦は、シティ
PR、子育て、定住人口増
対策を主としたものです。

◎未来への挑戦３つの柱

①情報発信に積極的に取り組み

　県内外に本市を PR。

②子どもを育てやすい環境をつ

　くり、子育て世代を応援。

③定住人口対策を進め、にぎわ

　いや元気のあるまちづくりに

　努力。

３

未来
明るい未来

FUTURE

詳細は８～11ページへGO！詳細は12～ 15ページへGO！詳細は16～ 19ページへGO！

↑未来のために子どもたちのために、挑戦します！／子育て支援センター（H27.10.26 撮影） ↑尾脇雅弥市長↑岩元明副市長↑長濱重光教育長
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ECONOMY

南
の
拠
点
整
備
事
業
は
、

北
の
拠
点
「
道
の
駅
た
る

み
ず
」、中
央
の
拠
点
「
森

の
駅
た
る
み
ず
」
に
続
く
３
つ
目
の

拠
点
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

南
北
に
長
い
本
市
の
南
側
で
、
大
隅

の
玄
関
口
の
垂
水
港
や
今
後
整
備
を

お
願
い
し
て
い
く
大
隅
横
断
道
路

等
に
近
い
浜
平
地
区
に
整
備
予
定
で

す
。
本
市
の
豊
か
な
食
資
源
や
観
光

資
源
に
対
し
て
、
高
付
加
価
値
化
や

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
か
け
る
拠
点

機
能
を
持
た
せ
、
雇
用
・
創
業
を
促

進
さ
せ
、
ま
た
、
他
の
２
拠
点
と
の

連
携
で
経
済
の
活
性
化
を
図
る
構
想

で
す
。
こ
の
事
業
の
実
現
に
向
け
て
、

国
や
県
等
の
関
係
機
関
と
の
調
整
を

は
じ
め
、
民
間
活
力
も
充
分
に
取
り

入
れ
な
が
ら
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

農
林
業
の
振
興
は
、
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
に
対
応
し
、
新
規

就
農
す
る
若
い
世
代
の
確
保
と
支
援

が
重
要
で
す
。
就
農
給
付
金
や
設
備

等
導
入
補
助
な
ど
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド

両
面
の
新
規
事
業
で
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
農
家
の
所
得
向
上
を
図
る
た

め
、
新
規
作
物
推
進
事
業
や
子
牛
の

商
品
性
を
向
上
さ
せ
、
生
産
基
盤
の

維
持
拡
大
を
図
る
た
め
の
事
業
に
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

全
国
的
に
拡
大
・
増
加
し

て
問
題
と
な
っ
て
い
る
野

生
鳥
獣
の
農
作
物
被
害
を

低
減
さ
せ
る
た
め
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
面
で
総
合
的
な
有
害
鳥
獣
被
害

対
策
へ
の
取
組
に
努
め
ま
す
。

農
業
に
お
け
る
６
次
産
業

化
は
、
加
工
・
販
売
用
の

機
械
・
施
設
整
備
に
係
る

補
助
金
を
交
付
す
る
な
ど
、
引
き
続

き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
農
業
・
農
村
の
多
面
的

機
能
の
維
持
・
発
揮
の
た

め
」
の
地
域
活
動
や
営
農

活
動
を
支
援
す
る
日
本
型
直
接
支
払

制
度
（
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
や

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事

01
南の拠点

整備

02
農林業の

振興

03
有害鳥獣
被害対策

04
農業６次

産業化

71

220

220

224

71

　●

北の拠点
道の駅
たるみず

中央の拠点
森の駅
たるみず
　　　●

●南の拠点

●垂水港

●市役所

至鹿屋市

至霧島市
桜島

経済へのmanifesto2016 － ECONOMY １／経済への挑戦に関係する主な事業を紹介！（パート１）

05
農業・農村
多面的機能

南の拠点整備事業
　　　２つの拠点との連携で経済の活性化を

　北の拠点「道の駅たるみず」、中央の拠点「森の駅

　たるみず」に続く、３つ目の拠点として位置付け、

　南北に長い本市の南側で、大隅の玄関口である垂

　水港や今後整備をお願いしていく大隅横断道路等

　に近い浜平地区に整備を予定しています。

　　　観光・食・雇用の拠点機能を持たす

　本市の豊かな食資源や観光資源に対して、高付加

　価値化やプロモーションをしかける拠点機能を持

　たせ、雇用・創業を促進させ、また、他の２拠点

　との連携により経済の活性化を図ります。

　　　整備・支援／5,216万５千円（うちH27国交付金3,752万5千円）

　◎企画政策課政策推進係☎内線 246

新規就農支援事業
　　　農業従事者の育成・確保
　新規就農者に対する支援を行い、農業
　従事者の育成・確保

　　　補助金等／ 485 万３千円
　◎農林課農政係☎内線 240

新規作物推進事業
　　　農業をパワーアップ！
　経営発展を図り、新規作物を栽培しよ
　うとする意欲的な生産者を支援

　　　補助・視察／ 34万 5千円
　◎農林課振興係☎内線 241

新規／ NEW １新規／ NEW ２

新規／ NEW ３

目的 MAP目的

目的

役割

H28

H28

H28

水産振興支援事業
　　　水産業の振興！
　水産振興支援事業補助金、人工種苗購
　入助成事業補助金等

　　　各種補助／ 550 万円
　◎水産商工観光課水産係☎内線 221

広域漁場整備事業
　　　水産資源の維持・拡大
　広域漁場整備事業（県営事業）の負担
　金・漁礁の設置

　　　負担金／ 100 万円
　◎水産商工観光課水産係☎内線 221

新規／ NEW ４

新規／ NEW ５

目的

目的

H28

H28
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ECONOMY

信
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
多
言
語
Ｄ

Ｖ
Ｄ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
活
用
、
指

定
管
理
者
制
度
等
に
よ
る
民
間
の
活

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
本
市
観
光

名
所
の
四
季
の
風
物
誌
を
活
か
し
た

観
光
振
興
施
策
に
取
り
組
み
、
交
流

人
口
の
増
加
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す

（
交
流
人
口
20
人
で
定
住
人
口
１
人

の
経
済
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
）。

体
験
型
教
育
旅
行
は
、
国

内
だ
け
で
な
く
国
外
も
視

野
に
入
れ
、
メ
ニ
ュ
ー
や

受
入
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
特

に
国
外
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
交
流

と
連
携
を
深
め
、
教
育
旅
行
生
の
増

加
や
水
産
物
等
の
交
易
に
向
け
た
取

組
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

業
）
に
平
成
28
年
度
も
取
り
組
む
一

方
で
、
農
業
用
施
設
や
林
道
・
治
山

施
設
を
適
切
に
整
備
、
維
持
・
管
理

す
る
と
と
も
に
間
伐
な
ど
森
林
の
整

備
保
全
を
推
進
し
、
農
村
環
境
の
整

備
を
進
め
る
こ
と
で
安
心
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

水
産
業
は
、
６
次
産
業
化

に
よ
る
新
た
な
商
品
開
発

や
国
内
外
に
向
け
た
販
路

拡
大
、
水
産
施
設
整
備
や
水
産
物
の

生
産
技
術
向
上
を
目
的
と
し
た
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
業
は
、
商
店
街
の
活

性
化
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト

等
へ
の
支
援
の
強
化
や
新

た
な
企
画
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
開

催
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
も
視
野
に
入

れ
た
６
次
化
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
販
売
拡

大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
振
興
は
、
魅
力
あ
る

観
光
地
づ
く
り
事
業
等
に

よ
る
観
光
拠
点
の
整
備

や
、
タ
イ
ム
リ
ー
で
正
確
な
情
報
発

07
商工業の

振興

08
観光の

振興

09
体験型

観光

06
水産業の

振興

経済へのmanifesto2016 － ECONOMY ２／経済への挑戦に関係する主な事業を紹介！（パート２）

商工会イベント
運営補助
　　　商工会主催イベントへ補助
　魅力的な商工会の活動を創造

　　　補助金／ 200 万円
　◎水産商工観光課商工業推進係☎内線 260

新規／ NEW ６

目的

H28

企業等立地促進補助金
　　　企業立地を応援します！
　平成 25 ～ 27 年度増設分・進出企業・
　新規事業展開に対する企業立地補助

　　　補助金／ 1,301 万 7千円
　◎企画政策課地域振興係☎内線 245

６次産業化及び
企業農業創出事業
　　　農業分野の６次産業化！
　先進地研修、６次産業化初期投資補助

　　　研修・補助／ 108 万 6千円
　◎農林課農政係☎内線 240

継続
continuation １

継続
continuation ２

目的

目的

H28

H28

水産振興資金貸付金
　　　水産業の振興と安定経営
　垂水市漁協及び牛根漁協への水産振興
　資金貸付金

　　　貸付／２億円
　◎水産商工観光課水産係☎内線 221

継続
continuation ４

目的

畜産業振興対策費
　　　畜産業の振興と防疫対策
　各種利子補給金・補助金等や家畜防疫
　対策による畜産業の振興

　　　補助金等／ 591 万２千円
　◎農林課振興係☎内線 241

継続
continuation ３

目的

H28

H28

たるみず観光物産
販路拡大支援事業
　　　特産品の販路拡大！
　商談会開催等業務委託、販路拡大支援

　　　商談会開催等／ 250 万円
　◎水産商工観光課商工業推進係☎内線 260

民泊推進事業貸付金
　　　民泊（おもてなし）の充実！
　民泊受入家庭の負担軽減、民泊事業を
　推進するツーリズム推進協議会に貸付

　　　貸付／ 800 万円
　◎水産商工観光課観光推進係☎内線 249

継続
continuation ５

継続
continuation ６

目的

目的

H28

H28

■開催　６月 12 日　　

■時間　正午～午後５時
■場所　垂水ベイサイドホテル・アザレア　　
◎問い合わせ先　垂水市商工会☎ 0994-32-0225

EVENT

１

日

EVENT

２
◎たるみずふれあい
　フェスタ 2016
　夏祭り開催決定！
　■開催　８月 13 日　　
　■場所　旧垂水港特設会場
　◎問い合わせ先　
　　垂水市商工会☎ 32-0225

土

出会っちゃいな♥
たるみず in アザレア
2016　開催決定！

絶賛！
参加者
募集中！
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PEACE OF MIND
地方特定道路
整備事業
　　　幹線道路の整備
　県道垂水大崎線整備事業の負担金

　　　負担金／ 500 万円
　◎土木課土木係☎内線 350　

消防団員安全装備
購入事業
　　　消防団の装備整備
　２年にかけて、消防団員の装備整備

　　　装備購入／ 311 万６千円
　◎消防本部☎ 32-1019　

昨
年
は
、
豪
雨
に
よ
る
土

石
流
が
深
港
川
で
発
生

し
、
国
道
が
通
行
止
め
に

な
る
な
ど
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
幸
い
に
も
人
的
被

害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
か
ね

て
か
ら
災
害
に
し
っ
か
り
備
え
る
必

要
性
を
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
市
民
が
「
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

き
た
い
」
と
い
う
願
い
が
あ
る
こ
と

か
ら
も
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
連

携
を
図
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
推
進
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

防
災
対
策
は
、
住
民
の
生

命
財
産
を
守
る
観
点
か

ら
、
防
災
情
報
の
確
実
な

伝
達
に
努
め
、
防
災
体
制
の
強
化
の

た
め
、
垂
水
市
総
合
防
災
訓
練
や
防

災
点
検
等
を
実
施
し
て
、
安
心
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
国

民
保
護
法
、
県
及
び
垂
水
市
国
民
保

護
計
画
に
基
づ
き
、
緊
急
対
処
事
態

発
生
時
の
法
定
手
続
き
の
確
認
や
実

動
機
関
へ
の
派
遣
要
請
に
伴
う
連
絡

調
整
等
に
お
い
て
、
習
熟
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
県
、
海
上
・
陸
上
自
衛

隊
な
ど
の
関
係
機
関
相
互
の
連
携
を

図
る
実
動
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

は
、
仮
称
「
地
域
包
括
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
を

行
い
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予

防･

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ

れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実

現
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
と
な
っ
て

も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

01
反省と
ニーズ

02
防災対策

03
福祉の

安全

Q3

安心へのmanifesto2016 － PEACE OF MIND １／安心への挑戦に関係する主な事業を紹介！（パート１）

地域包括ケア
センター整備事業
　　　地域包括ケアシステムの推進　

　右のアンケートであるように「在宅での生

　活」を希望する声が多く、地域包括ケア体

　制づくりの必要性が高まっています。本市

　では体制づくりに積極的に取り組みます。

　　　地域包括ケア拠点施設
　地域包括ケアセンターは、コスモス苑内に

　整備して、平成 29 年度の開設を目指して

　います。地域包括ケアシステム推進の拠点

　施設の役割を担っています。

　　　整備工事／ 9,707 万２千円
　◎保健課地域包括ケア係☎内線 121

中之平団地建て替え
　　　安心して暮らせる住環境整備
　公営住宅等長寿命化計画に基づく同団
　地の建て替えに係る基本設計を実施

　　　基本設計／ 700 万円
　◎土木課管理用地係☎内線 330

定住水之上団地
外壁調査
　　　安心して暮らせる住環境整備
　同団地の外壁調査に係る委託業務

　　　調査委託／ 730 万円
　◎土木課管理用地係☎内線 330

新規／ NEW １新規／ NEW ２

新規／ NEW ３

目的

　　　　垂水市高齢者実態調査報告書
　調査主体：垂水市
　調査期間：平成 22 年 12 月 2 日～ 12 月 24 日
　回答数：522 人（男 224 人、女 292 人、無 6 人）
　対象者：一般高齢者 65 歳以上の方）

　　今後希望する生活場所はどこですか？

　　自分はどんな介護を受けたいですか？

0　　　　  20　　　　 40　　　　  60　　　   80　　　　100

現在の住居にずっと住み続けたい。　　　　　　  86.3％
生活が便利な市街地へ移り住みたい。　　　　　　2.6％

自然豊かで静かな環境へ移り住みたい。　　　　　0.4％
家族や兄弟、親族宅へ移り住みたい。　　　　　　1.6％
有料老人ホーム等へ移り住みたい。　　　　　　　0.8％

介護保険施設へ入所したい。　　　　　　　　　　1.4％

わからない。　　　　　　　　　　　　　　　　　6.6％

高齢者対応住宅等へ移り住みたい。　　　　　　　0.4％

0　　　　  20　　　　 40　　　　  60　　　   80　　　　100

自宅で家族中心の介護を受けたい。　　　　　　  26.3％
自宅で家族と外部の介護サービスを受けたい。　  23.4％
家族に依存せず自宅で介護サービスを受けたい。  28.0％

有料老人ホームや高齢者向け住宅で受けたい。　　2.9%

特別養護老人ホーム施設等で受けたい。　　　　　4.6％
医療機関に入院して受けたい。　　　　　　　　  14.8％

Q1

Q2

DATA

目的

目的

目的

目的

役割

H28

H28

H28

H28

H28

新規／ NEW ４

新規／ NEW ５

◎コスモス苑（左）と垂水中央病院
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PEACE OF MIND

土
木
行
政
は
、
空
き
家
対

策
と
し
て
、
空
き
家
解
体

事
業
を
新
設
し
、
市
民
の

安
心
安
全
と
住
環
境
及
び
良
好
な
景

観
の
促
進
を
図
り
ま
す
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
事
業
を
地
元
建
設
業
者
に
依

頼
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

教
育
環
境
の
充
実
に
つ
き

ま
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち

の
夢
を
育
む
総
合
プ
ラ
ン

「
安
全
・
安
心
の
教
室
」
プ
ラ
ン
と

し
ま
し
て
、
垂
水
市
立
小
・
中
学
校

遊
具
整
備
計
画
に
基
づ
く
学
校
遊
具

の
修
繕
や
校
庭
の
降
灰
除
去
な
ど
、

児
童
生
徒
の
安
心
・
安
全
を
確
保
で

き
る
教
育
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。消

防
関
係
は
、
市
民
の
生

命
、
身
体
及
び
財
産
を
あ

ら
ゆ
る
災
害
か
ら
守
る
た

め
に
、
消
防
力
の
整
備
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
消
防
職
員
・
団
員
の
資

05
教育環境

質
の
向
上
に
つ
き
ま
し
て
は
、
救
急

救
命
士
の
養
成
・
病
院
研
修
及
び
県

消
防
学
校
に
お
け
る
教
養
・
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
へ
の
普

通
救
命
講
習
や
救
命
入
門
コ
ー
ス
等

を
実
施
し
、
救
命
率
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
市
民
の
防
火
・
防
災
意
識

の
高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

簡
易
水
道
施
設
は
、
地
域

住
民
の
安
心
安
全
の
確
保

と
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
復
旧
工
事
等
の
費
用
の
補
助
率

引
き
上
げ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

07
簡易水道

06
消防と

安全

地域公共交通活性
化協議会負担金
　　　交通手段の確保
　乗合タクシー制度、ご利用ください！

　　　負担金／ 606 万円
　◎企画政策課地域振興係☎内線 245

訪問給食
サービス事業
　　　生活支援
　一人暮らしや虚弱な高齢者等が対象

　　　給食提供／ 1,426 万４千円
　◎福祉課地域福祉係☎内線 125　

Q3

安心への

継続
continuation １

継続
continuation ２

目的

目的

消防防災等
施設整備事業
　　　消防団の環境整備
　第５分団（大野）消防ポンプ自動車

　　　購入／ 2,000 万円
　◎消防本部☎ 32-1019

目的

H28

廃止路線代替バス
運行費負担金
　　　交通手段の確保
　廃止路線代替バス運行に伴うもの

　　　負担金／ 3,608 万４千円
　◎企画政策課地域振興係☎内線 245　

目的

H28

市道農道等整備
事業
　　　市道・農道等の環境整備
　市道・農道等の整備・維持補修

　　　工事費等／１億 2,140 万円
　◎土木課☎内線 350・農林課☎内線 239

目的

H28H28

H28

継続
continuation ３

継続
continuation ４ CHECK

１
募集しています！

消防団員＆
消防団協力事業所

manifesto2016 － PEACE OF MIND ２／安心への挑戦に関係する主な事業を紹介！（パート２）

04
土木と

安全

◎市の木：牛根松

■消防団員募集

　垂水市の安心と安全を守るために、あなたの力が　

　必要です。防災の最前線で活躍してみませんか。

■消防団協力事業所表示証

　消防団活動に積極的に協力している事業所や団体に

　表示証」を交付しています。

◎問い合わせ先：消防本部☎ 32-1019

第９分団庁舎新築事業
　　　消防団の環境整備
　第９分団（境地区）消防団庁舎の建設
　予定地の解体・造成

　　　解体・造成／ 1,100 万円
　◎消防本部☎ 32-1019

新規／ NEW ６

目的

H28

新規／ NEW ７
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子
ど
も
は
未
来
の
宝
で
あ

る
と
い
い
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
の
成
長
を
実
感
し
、

子
ど
も
た
ち
の
夢
を
育
ん
で
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
垂

水
市
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
も
、

公
式
イ
メ
キ
ャ
ラ
・
た
る
た
る
と
の

連
携
に
よ
る
本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
を
積
極
的
に
高
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

移
住
定
住
の
促
進
や
転
出

の
抑
止
は
、
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
の
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
既
存
事
業
に
加
え
、
空

き
家
バ
ン
ク
物
件
へ
入
居
す
る
転
入

者
の
家
賃
補
助
や
市
内
子
育
て
世
帯

（
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
）
の
住
宅
取
得
費
助
成
の
新
規
２

事
業
を
加
え
、
更
な
る
定
住
人
口
の

増
加
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
は
、「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
子

育
て
支
援
策
の
充
実
」
を

図
り
、
今
後
も
引
き
続
き
、
社
会
一

体
と
な
り
子
育
て
支
援
を
す
る
社
会

基
盤
の
再
構
築
に
取
り
組
み
、
子
育

て
支
援
事
業
計
画
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
努
め
「
子

育
て
し
や
す
い
街
づ
く
り
」
の
実
現

を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
組
は
、
新
た
に
特
定

不
妊
治
療
費
の
助
成
や
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
の
創
設
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
増
設
等
子
育
て
支
援
策

の
充
実
を
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
は
、「
子
ど
も

た
ち
の
夢
を
育
む
」
総
合

プ
ラ
ン
を
更
に
推
進
い
た

し
ま
す
。
新
た
に
中
学
生
を
対
象
と

し
た
「
夢
の
実
現
！
学
び
の
教
室
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
、

中
学
生
の
学
習
意
欲
の
向
上
と
確
か

な
学
力
の
定
着
を
図
る
学
習
機
会
を

提
供
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ

の
対
応
や
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
等
に
向
け
て
英
語
教
育
の

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

小
学
校
の
外
国
語
活
動
、
英
語
教
育

を
よ
り
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
に

外
国
語
活
動
指
導
講
師
を
小
学
校
に

派
遣
し
、
担
任
と
一
緒
に
外
国
語
活

動
の
学
習
を
行
い
ま
す
。

01
未来への

思い

03
子育て

支援
02

定住促進

夢の実現！
学びの教室事業
　　　中学生の学習意欲と学力向上
　第１・第４土曜日に学習教室を開催

　　　学びの教室開催／ 80万円
　◎学校教育課☎ 32-7213　

Q3

未来へのmanifesto2016 － FUTURE １／未来への挑戦に関係する主な事業を紹介！（パート１）

新規／ NEW １

新規／ NEW ２

目的

新・定住促進事業
　　　子育て世帯向け住宅事業
　①子育て世帯住宅取得費助成事業
　②空き家バンク移住促進事業

　　　助成／ 680 万円
　◎企画政策課地域振興係☎内線 245

目的

H28

新規／ NEW ３

都市公園整備事業
　　　垂水中央運動公園改修事業
　①陸上競技場改修工事
　②体育館改修実施設計

　　　工事・設計／３億8,000万円
　◎社会教育課文化スポーツ係☎ 32-7553

目的

H28

新規／ NEW ４

小型合併処理浄化槽
設置整備事業（バージョンアップ）

　　　豊かな水環境の維持
　　　市内業者改造工事補助上乗せ
　　　／ 350 万円（上乗せ額は 5万円）
　◎生活環境課☎ 32-1297　

目的

H28

特定不妊治療助成
事業
　　　母子保健事業
　体外受精、顕微授精に要する費用助成

　　　治療費助成／ 300 万円
　◎保健課健康増進係☎内線 138

目的

H28

ICT 関連事業
　　　ICT 機器活用の環境整備
　市内の各小・中学校へタブレット端末
　等を整備

　　　端末導入等／1,040万６千円
　◎学校教育課☎ 32-7213

目的

H28

H28

新規／ NEW ５

新規／ NEW ６

FUTURECHECK

１
子どもは宝です！

垂水市は、「子どもを
産み育てやすい環境
づくり」を目指します

■垂水市まち・ひと・しごと創生総合戦略
　（以下、総合戦略）
　地方創生にからみ策定した「総合戦略」では、若い

　世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえるという

　目標を設定しています。

■新しい取組
　子育ての手助けを行う　

　ファミリーサポート事業

　等に取り組み、子どもを

　産み育てやすい環境づく

　りを推進します。

①不妊治療に対する助成

　（詳細は左に！）

②子育て世帯向け住宅関係

　事業（詳細は左に！）

◎問い合わせ先
　各所管課へ

04
学校教育

抱っこ～♥
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す
る
助
成
を
行
う
な
ど
、
今
後
も
引

き
続
き
、
垂
水
高
校
の
振
興
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
返

礼
品
提
供
事
業
者
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
平

成
27
年
の
最
終
実
績
は
寄
附
件
数

１
万
７
６
７
７
件
、
寄
附
金
額

３
億
９
５
１
０
万
３
３
３
円
で
し

た
。
引
き
続
き
、
魅
力
あ
る
返
礼
品

の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
振
興
計
画
は
８
地

区
で
策
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
全
て
で
総
務
省
事

業
の
採
択
を
受
け
、
地
域
の
特
性
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い

ま
す
。
未
策
定
の
垂
水
地
区
は
平
成

28
年
度
中
の
計
画
策
定
に
向
け
て
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

生
活
環
境
関
係
は
、
豊
か

な
水
環
境
を
維
持
し
て
い

く
た
め
、
家
庭
生
活
排
水

浄
化
を
目
的
と
し
た
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
の
推
進
と
併
せ
て
、
次
代
を

担
う
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
干
潟

の
生
き
物
観
察
会
等
を
実
施
し
、『
環

境
教
育
』
の
実
践
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
児
童
生
徒
用
パ
ソ
コ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
整
備
、
垂
水
中

央
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
楽
器
を
購
入

し
、
地
域
に
開
か
れ
た
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
教
育
は
、
市
民
の
皆

様
が
安
全
で
安
心
し
て
楽

し
く
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に
よ
る

交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
、
垂

水
中
央
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
の
多

目
的
利
用
型
へ
の
改
修
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
に
開
催

さ
れ
る
第
75
回
国
民
体
育
大
会
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
競
技
と
綱
引
き
会
場
と
な

る
体
育
館
の
改
修
に
向
け
た
取
り
組

み
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

垂
水
高
校
振
興
対
策
は
、

こ
れ
ま
で
の
支
援
や
助
成

と
い
っ
た
対
策
に
加
え

て
、
垂
水
高
校
生
の
将
来
目
標
の
達

成
の
た
め
、
ひ
い
て
は
入
学
者
数
の

増
加
が
大
い
に
期
待
で
き
る
事
業
と

し
て
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
し
た
東
進
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
通
信
講
座
受
講
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
そ
の
受
講
費
用
に
対

07
ふるさと

納税
05

社会教育
06

垂水高校
支援

Q3

未来へのmanifesto2016 － FUTURE ２／未来への挑戦に関係する主な事業を紹介！（パート２）

継続
continuation １

継続する
定住促進事業
　　　住環境整備による人口増
　①空き家有効活用推進事業支援補助金
　②垂水市住宅取得費等助成事業補助金
　③空き家リフォーム促進事業補助金

　　　助成／ 1,798 万４千円
　◎企画政策課地域振興係☎内線 245

目的

H28

継続
continuation ２

ふるさと納税事業
　　　シティセールスと経済活性化
　ふるさと納税推進事業とふるさと応援
　基金積立金の活用

　　　運用／３億 753 万 1千円
　◎企画政策課秘書広報係☎内線 271

目的

H28

継続
continuation ３

放課後児童健全
育成事業
　　　放課後の生活の場！
　昼間保護者不在家庭の小学生を対象

　　　運用／ 1,011 万円
　◎福祉課児童障害者係☎内線 124　

目的

H28

垂水高等学校生徒
通学費等補助
　　　垂水高校の活性化
　同校振興支援計画に基づく振興対策

　　　各種補助／ 962 万１千円
　◎教育総務課☎ 32-7211　

目的

H28

小中学校施設整備
事業
　　　小中学校の施設整備
　遊具や施設の修繕・改修

　　　施設整備／ 786 万４千円
　◎教育総務課☎ 32-7211　

目的

H28

継続
continuation ４

継続
continuation ５

FUTURE

08
地域振興

計画

09
生活
環境

新規／ NEW ７

空き家解体撤去
助成事業
　　　人口増と財産活用、経済向上
　空き家解体・撤去を市内業者が行う場
　合に費用の一部を補助

　　　助成／800万円
　◎土木課建築係☎内線 340

目的

H28

CHECK

１
この事業を申請しようとする場合は、工事に着手する前に必ず担当係までご連絡ください。現地
確認等が必要なためです。ご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。

必ずお守りください！
補助を受けたい場合は、工事前にご連絡をお願いします。
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